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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクリル酸の合成のための方法であって、
　　　エチレンオキシドおよび一酸化炭素を含む原料流を提供するステップと、
　　　前記原料流を、前記原料流が固体支持体上に支持される金属カルボニル化合物と接
触させられ、前記原料流中のエチレンオキシドの少なくとも一部がベータプロピオラクト
ンを含むカルボニル化生成物流に変換される、第１の反応域に誘導するステップと、
　　　前記カルボニル化生成物流を、前記カルボニル化生成物流が触媒と接触させられる
、第２の反応域に誘導するステップであって、ここで、前記カルボニル化生成物流中のベ
ータプロピオラクトンの少なくとも一部がアクリル酸を含むアクリル酸生成物流に変換さ
れ、前記カルボニル化生成物流からアクリル酸流への前記変換は、連続フロー形式で行わ
れる、ステップと、
　　　前記アクリル酸生成物流を前記第２の反応域から回収するステップと、
　　　前記アクリル酸の少なくとも一部を前記アクリル酸生成物流から分離するステップ
と、を含む、方法。
【請求項２】
　前記金属カルボニル化合物が、式［ＱＭｙ（ＣＯ）ｗ］ｘを有し、式中、
　　　Ｑが、任意のリガンドであるか、または１つを超えるリガンドであって、必ずしも
存在が必要ではなく、
　　　Ｍが、金属原子であり、
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　　　ｙが、１以上～６以下の整数であり、
　　　ｗが、前記安定な金属カルボニルを提供するような数であり、
　　　ｘが、－３以上～＋３以下の整数である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ｘが、－３以上～０以下の整数である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記金属カルボニル化合物が、アニオン性金属カルボニルを含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記アニオン性金属カルボニル化合物が、［Ｃｏ（ＣＯ）４］－、［Ｔｉ（ＣＯ）６］
２－、［Ｖ（ＣＯ）６］－、［Ｒｈ（ＣＯ）４］－、［Ｆｅ（ＣＯ）４］２－、［Ｒｕ（
ＣＯ）４］２－、［Ｏｓ（ＣＯ）４］２－、［Ｃｒ２（ＣＯ）１０］２－、［Ｆｅ２（Ｃ
Ｏ）８］２－、［Ｔｃ（ＣＯ）５］－、［Ｒｅ（ＣＯ）５］－、および［Ｍｎ（ＣＯ）５

］－からなる群から選択される部分を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記アニオン性金属カルボニル化合物が、［Ｃｏ（ＣＯ）４］－を含む、請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　前記アニオン性金属カルボニル化合物が、［Ｒｈ（ＣＯ）４］－を含む、請求項５に記
載の方法。
【請求項８】
　前記金属カルボニル化合物が、中性金属カルボニル化合物を含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　前記中性金属カルボニル化合物が、Ｔｉ（ＣＯ）７、Ｖ２（ＣＯ）１２、Ｃｒ（ＣＯ）

６、Ｍｏ（ＣＯ）６、Ｗ（ＣＯ）６、Ｍｎ２（ＣＯ）１０、Ｔｃ２（ＣＯ）１０、Ｒｅ２

（ＣＯ）１０、Ｆｅ（ＣＯ）５、Ｒｕ（ＣＯ）５、Ｏｓ（ＣＯ）５、Ｒｕ３（ＣＯ）１２

、Ｏｓ３（ＣＯ）１２、Ｆｅ３（ＣＯ）１２、Ｆｅ２（ＣＯ）９、Ｃｏ４（ＣＯ）１２、
Ｒｈ４（ＣＯ）１２、Ｒｈ６（ＣＯ）１６、Ｉｒ４（ＣＯ）１２、Ｃｏ２（ＣＯ）８、お
よびＮｉ（ＣＯ）４からなる群から選択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記中性金属カルボニル化合物が、Ｃｏ２（ＣＯ）８を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記固体支持体が、無機固体を含む、請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記固体支持体が、シリカ、ガラス、ジルコニア、珪藻土、金属酸化物、金属塩、セラ
ミック、粘土、分子篩、珪藻土（ｋｉｅｓｅｌｇｕｒ）、または二酸化チタンを含む、請
求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記固体支持体が、シリカゲルまたはガラスを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記固体支持体が、セラミックを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記固体支持体が、ポリマー支持体を含む、請求項１～１０のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記ポリマー支持体が、ポリスチレン、ジビニルベンゼン、ポリビニルピリジン、ポリ
メチルメタクリレート、ポリオレフィン、またはポリテトラフルオロエチレン、あるいは
これらの任意の組み合わせを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
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　前記固体支持体が、カチオン交換樹脂またはアニオン交換樹脂を含む、請求項１～１０
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記原料流中の一酸化炭素とエチレンオキシドの比が、約１：１～約１００：１である
、請求項１～１７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記原料流中の一酸化炭素とエチレンオキシドの比が、約１０：１よりも大きい、請求
項１～１７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記原料流が、約２０気圧～約２００気圧の圧力で前記第１の反応域に提供される、請
求項１～１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記原料流が、約５０～約２００℃の温度で前記第１の反応域に提供される、請求項１
～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第２の反応域内の前記触媒が、酸を含む、請求項１～２１のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項２３】
　前記酸が、リン酸を含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記酸が、固体酸触媒を含む、請求項２２または２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記カルボニル化生成物流が、気体流として前記第２の反応域に提供される、請求項１
～２４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記カルボニル化生成物流が、一酸化炭素をさらに含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記カルボニル化生成物流が、未反応のエチレンオキシドを本質的に含まない、請求項
２５または２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記アクリル酸の少なくとも一部を分離するステップが、前記アクリル酸の少なくとも
一部を濃縮することを含む、請求項１～２７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２９】
　エチレンガスを酸化させて、前記エチレンオキシドを提供するステップをさらに含む、
請求項１～２８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　エチレンを酸化させる前記ステップが、前記エチレンの少なくとも一部をエチレンオキ
シドに変換するのに好適な触媒の存在下、エチレン酸化反応器内でエチレンを酸素と接触
させることと、エチレンオキシド流を前記エチレン酸化反応器から回収することと、前記
エチレンオキシド流を一酸化炭素と混合して、前記原料流を提供することと、を含む、請
求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　アクリレートエステルの合成のための方法であって、
　　エチレンオキシドおよび一酸化炭素を含む原料流を提供するステップと、
　　前記原料流を、前記原料流が固体支持体上に支持される金属カルボニル化合物と接触
させられ、前記原料流中のエチレンオキシドの少なくとも一部がベータプロピオラクトン
を含むカルボニル化生成物流に変換される、第１の反応域に誘導するステップと、
　　Ｃ１－８アルコールを、前記カルボニル化生成物流と混合するステップと、
　　前記カルボニル化生成物流および前記Ｃ１－８アルコールを、前記カルボニル化生成
物流および前記Ｃ１－８アルコールが触媒と接触させられる、第２の反応域に誘導するス
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テップであって、前記カルボニル化生成物流中のベータプロピオラクトンの少なくとも一
部および前記Ｃ１－８アルコールの少なくとも一部が対応するアクリル酸エステルを含む
アクリル酸エステル生成物流へ変換され、アクリル酸エステル生成物流への前記変換は、
連続フロー形式で行われるステップと、
　　前記アクリル酸エステル生成物流を前記第２の反応域から回収するステップと、
　　アクリレートエステルの少なくとも一部を前記アクリル酸エステル生成物流から分離
するステップと、を含む、方法。
【請求項３２】
　前記Ｃ１－８アルコールが、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、ヘ
キサノール、および２－エチルヘキサノールからなる群から選択される、請求項３１に記
載の方法。
【請求項３３】
　前記Ｃ１－８アルコールが、メタノールを含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記Ｃ１－８アルコールが、ブタノールを含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　前記固体支持体が、無機固体を含む、請求項３１～３４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３６】
　前記固体支持体が、シリカ、ガラス、ジルコニア、珪藻土、金属酸化物、金属塩、セラ
ミック、粘土、分子篩、珪藻土（ｋｉｅｓｅｌｇｕｒ）、または二酸化チタンを含む、請
求項３１～３４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３７】
　前記固体支持体が、シリカゲルまたはガラスを含む、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記固体支持体が、セラミックを含む、請求項３６に記載の方法。
【請求項３９】
　前記固体支持体が、ポリマー支持体を含む、請求項３１～３４のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項４０】
　前記ポリマー支持体が、ポリスチレン、ジビニルベンゼン、ポリビニルピリジン、ポリ
メチルメタクリレート、ポリオレフィン、またはポリテトラフルオロエチレン、あるいは
これらの任意の組み合わせを含む、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記固体支持体が、カチオン交換樹脂またはアニオン交換樹脂を含む、請求項３１～３
４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４２】
　アクリル酸の合成のための方法であって、
　　エチレン流を提供するステップと、
　　前記エチレン流を、触媒の存在下で酸素と接触させて、エチレンオキシド流を提供す
るステップと、
　　一酸化炭素を前記エチレンオキシド流に加えて、原料流を提供するステップと、
　　前記原料流を、前記原料流が固体支持体上に支持される金属カルボニル化合物と接触
させられ、前記原料流中のエチレンオキシドの少なくとも一部がベータプロピオラクトン
を含むカルボニル化生成物流に変換される、第１の反応域に誘導するステップと、
　　前記カルボニル化生成物流を、前記カルボニル化生成物流が触媒と接触させられる、
第２の反応域に誘導するステップであって、前記カルボニル化生成物流中のベータプロピ
オラクトンの少なくとも一部がアクリル酸を含むアクリル酸生成物流へ変換され、前記カ
ルボニル化生成物流から前記アクリル酸生成物流への前記変換は、連続フロー形式で行わ
れるステップと、
　　前記アクリル酸生成物流を前記第２の反応域から回収するステップと、
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　　アクリル酸を前記アクリル酸生成物流から分離するステップと、を含む、方法。
【請求項４３】
　　前記固体支持体が、無機固体を含む、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記固体支持体が、シリカ、ガラス、ジルコニア、珪藻土、金属酸化物、金属塩、セラ
ミック、粘土、分子篩、珪藻土（ｋｉｅｓｅｌｇｕｒ）、または二酸化チタンを含む、請
求項４２に記載の方法。
【請求項４５】
　前記固体支持体が、シリカゲルまたはガラスを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　前記固体支持体が、セラミックを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項４７】
　前記固体支持体が、ポリマー支持体を含む、請求項４２に記載の方法。
【請求項４８】
　前記ポリマー支持体が、ポリスチレン、ジビニルベンゼン、ポリビニルピリジン、ポリ
メチルメタクリレート、ポリオレフィン、またはポリテトラフルオロエチレン、あるいは
これらの任意の組み合わせを含む、請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記固体支持体が、カチオン交換樹脂またはアニオン交換樹脂を含む、請求項４２に記
載の方法。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　　　別の実施形態において、本発明は、ポリ－３－ヒドロキシ酪酸塩の合成のための方
法であって、
　　　エナンチオ濃縮された酸化プロピレンおよび一酸化炭素を含む気体原料流を提供す
るステップと、
　　　当該原料流を、それが金属カルボニル化合物と接触させられ、当該酸化プロピレン
の少なくとも一部がベータブチロラクトンを含む生成物流に変換される、第１の反応域に
誘導するステップと、
　　　ベータブチロラクトンを含む当該生成物流を、任意の溶媒および重合触媒を含有す
る重合反応器に誘導するステップと、
　　　ポリ－３－ヒドロキシ酪酸塩生成物流を当該重合反応器から回収するステップと、
　　　ポリ－３－ヒドロキシ酪酸塩を当該生成物流から分離するステップと、を含む、方
法を提供する。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
　アクリル酸の合成のための方法であって、
　　　エチレンオキシドおよび一酸化炭素を含む気体原料流を提供するステップと、
　　　前記原料流を、それが金属カルボニル化合物と接触させられ、前記エチレンオキシ
ドの少なくとも一部がベータプロピオラクトンを含むカルボニル化生成物流に変換される
、第１の反応域に誘導するステップと、
　　　前記カルボニル化生成物流を、それが前記ベータプロピオラクトンからアクリル酸
への変換を触媒する触媒と接触させられる、第２の反応域に誘導するステップと、
　　　アクリル酸生成物流を前記第２の反応域から回収するステップと、
　　　アクリル酸を前記生成物流から分離するステップと、を含む、方法。
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（項目２）
　前記カルボニル化生成物流に、それが前記第２の反応域に入る前に水を加えるステップ
をさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記エチレンオキシドからベータプロピオラクトンへの変換が、気相反応である、項目
１に記載の方法。
（項目４）
　前記金属カルボニル化合物が、式［ＱＭｙ（ＣＯ）ｗ］ｘを有し、式中、
　　　Ｑが、任意のリガンドであるか、または１つを超えるリガンドであって、必ずしも
存在が必要ではなく、
　　　Ｍが、金属原子であり、
　　　ｙが、１以上～６以下の整数であり、
　　　ｗが、前記安定な金属カルボニルを提供するような数であり、
　　　ｘが、－３以上～＋３以下の整数である、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記金属カルボニル化合物が、アニオン性金属カルボニルを含む、項目１に記載の方法
。
（項目６）
　前記アニオン性金属カルボニル化合物が、［Ｃｏ（ＣＯ）４］－、［Ｔｉ（ＣＯ）６］
２－、［Ｖ（ＣＯ）６］－、［Ｒｈ（ＣＯ）４］－、［Ｆｅ（ＣＯ）４］２－、［Ｒｕ（
ＣＯ）４］２－、［Ｏｓ（ＣＯ）４］２－、［Ｃｒ２（ＣＯ）１０］２－、［Ｆｅ２（Ｃ
Ｏ）８］２－、［Ｔｃ（ＣＯ）５］－、［Ｒｅ（ＣＯ）５］－、および［Ｍｎ（ＣＯ）５

］－からなる群から選択される部分を含む、項目５に記載の方法。
（項目７）
　前記アニオン性金属カルボニル化合物が、［Ｃｏ（ＣＯ）４］－を含む、項目５に記載
の方法。
（項目８）
　前記アニオン性金属カルボニル化合物が、［Ｒｈ（ＣＯ）４］－を含む、項目５に記載
の方法。
（項目９）
　前記金属カルボニル化合物が、中性金属カルボニル化合物を含む、項目１に記載の方法
。
（項目１０）
　前記中性金属カルボニル化合物が、Ｔｉ（ＣＯ）７、Ｖ２（ＣＯ）１２、Ｃｒ（ＣＯ）

６、Ｍｏ（ＣＯ）６、Ｗ（ＣＯ）６　Ｍｎ２（ＣＯ）１０、Ｔｃ２（ＣＯ）１０、Ｒｅ２

（ＣＯ）１０　Ｆｅ（ＣＯ）５、Ｒｕ（ＣＯ）５　Ｏｓ（ＣＯ）５　Ｒｕ３（ＣＯ）１２

、Ｏｓ３（ＣＯ）１２　Ｆｅ３（ＣＯ）１２　Ｆｅ２（ＣＯ）９　Ｃｏ４（ＣＯ）１２、
Ｒｈ４（ＣＯ）１２、Ｒｈ６（ＣＯ）１６、Ｉｒ４（ＣＯ）１２、Ｃｏ２（ＣＯ）８、お
よびＮｉ（ＣＯ）４からなる群から選択される、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　前記中性金属カルボニル化合物が、Ｃｏ２（ＣＯ）８を含む、項目９に記載の方法。
（項目１２）
　前記金属カルボニル化合物が、固体を含む、項目１に記載の方法。
（項目１３）
　前記金属カルボニル化合物が、固体上に支持される、項目１に記載の方法。
（項目１４）
　前記固体支持体が、無機固体およびポリマー支持体からなる群から選択される、項目１
３に記載の方法。
（項目１５）
　前記固体支持体が、シリカ、ガラス、アルミナ、ジルコニア、珪藻土、金属酸化物、金
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属塩、セラミック、粘土、分子篩、珪藻土（ｋｉｅｓｅｌｇｕｒ）、および二酸化チタン
からなる群から選択される、項目１３に記載の方法。
（項目１６）
　前記固体支持体が、シリカゲル、アルミナ、およびガラスからなる群から選択される、
項目１３に記載の方法。
（項目１７）
　前記原料流中の一酸化炭素とエチレンオキシドの比が、約１：１～約１００：１である
、項目１に記載の方法。
（項目１８）
　前記原料流中の一酸化炭素とエチレンオキシドの比が、約１０：１よりも大きい、項目
１に記載の方法。
（項目１９）
　前記原料流が、約２０～約２００気圧の圧力で前記第１の反応域に提供される、項目１
に記載の方法。
（項目２０）
　前記原料流が、約５０～約２００℃の温度で前記第１の反応域に提供される、項目１に
記載の方法。
（項目２１）
　前記第２の反応域内の前記触媒が、酸を含む、項目１に記載の方法。
（項目２２）
　前記酸が、リン酸を含む、項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　前記酸が、固体酸触媒を含む、項目２１に記載の方法。
（項目２４）
　前記カルボニル化生成物流が、気体流として前記第２の反応域に提供される、項目１に
記載の方法。
（項目２５）
　前記カルボニル化生成物流が、ベータプロピオラクトンと一酸化炭素の混合物を含む、
項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　前記カルボニル化生成物流が、未反応のエチレンオキシドを本質的に含まない、項目２
４に記載の方法。
（項目２７）
　前記アクリル酸を分離するステップが、前記アクリル酸を濃縮することを含む、項目１
に記載の方法。
（項目２８）
　エチレンガスを酸化させて、前記エチレンオキシド原料流を提供するステップをさらに
含む、項目１に記載の方法。
（項目２９）
　エチレンガスを酸化させる前記ステップが、前記エチレンの少なくとも一部をエチレン
オキシドに変換するのに好適な触媒の存在下、エチレン酸化反応器内でエチレンを酸素と
接触させることと、気体エチレンオキシド流を前記エチレン酸化反応器から回収すること
と、前記気体エチレンオキシド流を一酸化炭素と混合して、前記原料流を提供することと
、を含む、項目２８に記載の方法。
（項目３０）
　アクリレートエステルの合成のための方法であって、
　　エチレンオキシドおよび一酸化炭素を含む気体原料流を提供するステップと、
　　前記原料流を、それが金属カルボニル化合物と接触させられ、前記エチレンオキシド
の少なくとも一部がベータプロピオラクトンを含む生成物流に変換される、第１の反応域
に誘導するステップと、
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　　Ｃ１－８アルコールを、ベータプロピオラクトンを含む前記生成物流に加えるステッ
プと、
　　ベータプロピオラクトンおよび前記Ｃ１－８アルコールを含む前記生成物流を、それ
がベータプロピオラクトンおよび前記Ｃ１－８アルコールから対応するアクリル酸エステ
ルへの変換を触媒する触媒と接触させられる、第２の反応域に誘導するステップと、
　　アクリル酸エステル生成物流を前記第２の反応域から回収するステップと、
　
　　アクリレートエステルを前記生成物流から分離するステップと、を含む、方法。
（項目３１）
　前記Ｃ１－８アルコールが、
メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、ヘキサノール、および２－エチル
ヘキサノールからなる群から選択される、項目３０に記載の方法。
（項目３２）
　前記Ｃ１－８アルコールが、メタノールを含む、項目３０に記載の方法。
（項目３３）
　前記Ｃ１－８アルコールが、ブタノールを含む、項目３０に記載の方法。
（項目３４）
　ポリプロピオラクトンの合成のための方法であって、
　　エチレンオキシドおよび一酸化炭素を含む気体原料流を提供するステップと、
　　前記原料流を、それが金属カルボニル化合物と接触させられ、前記エチレンオキシド
の少なくとも一部がベータプロピオラクトンを含む生成物流に変換される、第１の反応域
に誘導するステップと、
　　ベータプロピオラクトンを含む前記生成物流を、好適な溶媒および重合触媒を含有す
る重合反応器に誘導するステップと、
　　ポリプロピオラクトン生成物流を前記重合反応器から回収するステップと、
　　ポリプロピオラクトンを前記生成物流から分離するステップと、を含む、方法。
（項目３５）
　ポリ－３－ヒドロキシ酪酸塩の合成のための方法であって、
　　エナンチオ濃縮された酸化プロピレンおよび一酸化炭素を含む気体原料流を提供する
ステップと、
　　前記原料流を、それが金属カルボニル化合物と接触させられ、前記酸化プロピレンの
少なくとも一部がベータブチロラクトンを含む生成物流に変換される、第１の反応域に誘
導するステップと、
　　ベータブチロラクトンを含む前記生成物流を、溶媒および重合触媒を含有する重合反
応器に誘導するステップと、
　　ポリ－３－ヒドロキシ酪酸塩の生成物流を前記重合反応器から回収するステップと、
　　ポリ－３－ヒドロキシ酪酸塩を前記生成物流から分離するステップと、を含む、方法
。
（項目３６）
　前記金属カルボニル化合物が、固体を含む、項目３０、３４、または３５のいずれかに
記載の方法。
（項目３７）
　前記金属カルボニル化合物が、固体上に支持される、項目３０、３４、または３５のい
ずれかに記載の方法。
（項目３８）
　前記固体支持体が、無機固体およびポリマー支持体からなる群から選択される、項目３
０、３４、または３５のいずれかに記載の方法。
（項目３９）
　前記固体支持体が、シリカ、ガラス、アルミナ、ジルコニア、珪藻土、金属酸化物、金
属塩、セラミック、粘土、分子篩、珪藻土（ｋｉｅｓｅｌｇｕｒ）、および二酸化チタン
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からなる群から選択される、項目３０、３４、または３５のいずれかに記載の方法。
（項目４０）
　アクリル酸の合成のための方法であって、
　　エチレン流を提供するステップと、
　　前記エチレン流を、触媒の存在下で酸素と接触させて、エチレンオキシド流を提供す
るステップと、
　　一酸化炭素を前記エチレンオキシド流に加えて、原料流を提供するステップと、
　　前記原料流を、それが金属カルボニル化合物と接触させられ、前記エチレンオキシド
の少なくとも一部がベータプロピオラクトンを含むカルボニル化生成物流に変換される、
第１の反応域に誘導するステップと、
　　前記カルボニル化生成物流を、それがベータプロピオラクトンからアクリル酸への変
換を触媒する触媒と接触させられる、第２の反応域に誘導するステップと、
　　アクリル酸生成物流を前記第２の反応域から回収するステップと、
　　アクリル酸を前記生成物流から分離するステップと、を含む、方法。
（項目４１）
　前記エチレンオキシドが、前記酸化ステップと前記第１の反応域との間の気相内に実質
的に残存する、項目４０に記載の方法。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
　他の実施形態において、第１の反応域内の固体支持体は、ポリマー支持体を含む。好適
なポリマー支持体は、当技術分野で周知であり、当業者は、この目的に適している材料を
認識するであろう。特定の実施形態において、ポリマー支持体は、ポリスチレン、ジビニ
ルベンゼン、ポリビニルピリジン、ポリメチルメタクリレート、ポリオレフィン、ポリテ
トラフルオロエチレン、およびそれらの組み合わせまたは誘導体を含み得る。特定の実施
形態において、ポリマー支持体は、カチオン交換樹脂を含む。特定の実施形態において、
ポリマー支持体は、アニオン交換樹脂を含む。
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